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る
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
（
研
修
旅
行
）
を
秋
に
敢
行
。

橋
田
紘
一
塾
長
は
「
第
２
３
期
は
日

本
政
府
が
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位

置
付
け
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
へ
の
生
産
・
販

売
拠
点
と
し
て
日
系
企
業
の
進
出
が

加
速
す
る
ト
ル
コ
へ
の
訪
問
を
計
画
。

今
後
も
ア
ジ
ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
強
化
し
て
い
く
」

と
語
る
。
こ
の
ほ
か
、
県
外
へ
の
研

修
合
宿
も
予
定
し
て
い
る
。

クローズアップ

「碧樹館プログラム」第23期塾生を募集

KAIL（九州・アジア経営塾）

～九州からアジア、世界を変えていく次世代リーダーを育成～
　

２
０
０
４
年
４
月
に
九
州
の
産
学

官
界
の
連
携
で
設
立
さ
れ
、
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
教
育
事
業

を
展
開
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

九
州
・
ア
ジ
ア
経
営
塾
（
通
称
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｌ
）。
そ
の
主
要
な
「
碧
樹
館
プ

ラ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
昨
年
春
の
第
２

１
期
生
卒
塾
で
卒
塾
生
が
７
０
０
人

を
突
破
し
、
そ
の
『
人
財
の
森
』
は

着
々
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｌ
は
少
子
高
齢
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
で
社
会
・
経
済

構
造
の
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る

中
、
こ
こ
九
州
に
欧
米
型
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
と
は
一
線
を
画
し
、「〝
現

代
の
松
下
村
塾
〟
を
つ
く
ろ
う
」
と

い
う
熱
い
想
い
で
設
立
さ
れ
た
。
組

織
を
動
か
し
変
革
で
き
る
３
０
～
５

０
歳
の
経
営
ミ
ド
ル
や
役
員
、
事
業

承
継
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
碧
樹
館

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
各
界
の
最
前
線
で

活
躍
す
る
著
名
な
講
師
を
招
き
、
徹

底
し
た
討
論
を
は
じ
め
講
師
と
塾
生

が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
学
び
な
が
ら
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
気
付
き
を
塾
生
自

身
が
実
践
し
、「
自
ら
の
基
軸
」
を

確
立
し
て
い
く
戦
略
的
リ
ー
ダ
ー
養

成
が
特
長
だ
。

　

各
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
学
期
）
の
「
集

合
学
習
」
と
、
そ
の
前
後
で
の
「
反

す
う
学
習
」、
塾
生
自
ら
課
題
を
選

定
し
変
革
の
た
め
の
処
方
箋
を
描
く

「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３

つ
を
柱
に
展
開
し
、
そ
の
受
講
時
間

は
２
３
０
時
間
超
に
お
よ
ぶ
。
第
２

２
期
か
ら
は
各
企
業
で
進
む
働
き
方

改
革
を
念
頭
に
、
従
来
の
隔
週
土
・

日
曜
日
開
催
を
「
金
・
土
曜
日
」
開

催
に
改
め
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
現
代
の
働
き
方
に
配
慮
し
た
。

　

ま
た
、
目
覚
ま
し
い
躍
進
を
続
け

し
て
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
を
提
供
す
る
の

も
大
き
な
特
長
だ
。
建
塾
以
来
、
相

互
研
鑽
の
継
続
に
よ
っ
て
社
会
へ

〝
ギ
フ
ト
を
返
す
〟『
人
財
の
森
』
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年
３
月
に

橋田 紘一橋田 紘一
理事長兼塾長理事長兼塾長

卒
塾
生
が
７
０
０
人
突
破
、『
人
財
の
森
』
着
々

　

卒
塾
し
た
７
０
７
人
の
う
ち
所
属

企
業
・
団
体
の
ト
ッ
プ
就
任
者
は
７

０
人
超
、
役
員
経
験
者
も
３
０
０
人

超
を
数
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
や
立
場
で
活
躍
し
て
い
る
。
卒
塾

後
も
同
窓
会
組
織
「
碧
樹
会
」
を
通

相
互
研
鑽
の
継
続
で
社
会
へ
〝
ギ
フ
ト
を
返
す
〟

は
碧
樹
会
主
催
の
建
塾
２
０
周
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
八
女
市
で
植
樹

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
碧
樹
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
２

月
１
日
か
ら
４
月
上
旬
ま
で
第
２
３

期
生
（
６
月
下
旬
開
講
、
来
年
４
月

下
旬
修
了
予
定
、
定
員
３
６
人
）
を

募
集
す
る
。
橋
田
塾
長
は
「
混
沌
と

し
た
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
考

え
、
決
断
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｌ
は
異
業
種

交
流
や
研
修
旅
行
、
合
宿
、
修
羅
場

を
く
ぐ
っ
て
き
た
先
輩
た
ち
と
の
対

話
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

塾
生
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
促
す

場
だ
。
九
州
を
起
点
に
日
本
、
ア
ジ

ア
、
世
界
を
変
え
る
、
そ
ん
な
尚
き

志
を
持
っ
た
人
の
入
塾
を
お
待
ち
し

て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

昨年3月、八女市での建塾20周年記念の植樹イ
ベントでは卒塾生673人分の“早成桐”を植樹

（写真は九電ドローンサービス㈱提供）


